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の優越性
（他社品との違い）

日本地球惑星科学連合（Japan Geoscience Union）2010会議で発表された「微小
セラミック球による電磁波散乱を用いた輻射熱抑制効果の研究」では、「ある種の微小
セラミックを混合した塗料を金属板に塗装すると、太陽光照射時の温度上昇を抑制
できる。しかし、最適なセラミック球の組成やサイズはよく分かっていなくて、今後の
研究が待たれる」。「セラミック球が光を散乱させることで金属結合の固有振動数に近い
波長帯の電磁波が透過しにくくなり、その結果温度上昇が抑制されるとの仮定の下に
実験検証を行っている」と記述されています。

NASAとSPI社の共同研究で20年以上も前に、この種の微小セラミックの解明が行われ、
可視光線や近赤外線を反射するセラミック、また侵入した熱を放散するセラミック、
そして熱伝導を止めるセラミックがそれぞれ特定され、「クールサーム」に混合されて
います。いわば日本での研究は緒に就いたばかりですが、米国では20年も前に研究
開発されたセラミックが遮熱・断熱塗料に利用され、「クールサーム」として効果を
発揮しているのです。

我々が「クールサーム」を日本へ導入した1993年から数年、日本の塗料メーカーは
こぞってこの塗料を分析しましたが、遂に混合されているセラミックを特定できな
かったのです。そこで彼等は似たような物質である「微粒中空ガラスビーズ」に活路を
求めたのですが、そのメーカーである３Ｍ社が否定するように、25mm以上の厚みの
無い薄い塗膜では熱抑制効果の無いことが公認されています。

このように日本の塗料メーカーが製造販売する白色の遮熱塗料には、明確な「遮熱の
原理」がありません。カタログをみても遮熱原理の記述はありません。白色塗料では
白色顔料である二酸化チタンが働いているだけです。つまり普通の白色塗料に過ぎ
ないと言えます。着色の遮熱塗料は遮熱顔料が働いているのですが、温度低下効果
は白色塗料に劣ります。

二酸化チタンは近赤外線の半分域しか反射していません。熱放散力も「クールサーム」
に劣ります（別紙参照）。塗装直後に効果があっても、塗膜表面が汚れればその効力は
落ちてしまいます。最近そのようなクレームが多発しています。

クールサームの優越性を実証するデータ資料を集約しましたので御覧下さい。

普通の白色塗料とクールサームの違い

株式会社ジェイテクト　国分工場　保持器工場 （スレート屋根）　２００６年１０月１７日（晴れ）
 （総務課 大西係長撮影）

クールサーム塗装面 水性白色塗料塗装面 無塗装面

26.8℃～27.8℃ 39.7℃～40.3℃ 49.9℃

クールサームの表面温度は無塗装表面よりも22～23℃、
普通の白色塗料より12～13.5℃低下しています。
遮熱塗料が白色塗料と同程度の温度低下効果では意味がありません。
白色顔料の二酸化チタンの反射力に頼るだけでは2～3年で効果が無くなります。

（水性下塗り剤）

外気温
26℃
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